「 岩 手 県 1CT 利 活用 推進 計画 」 の 概要 


第 1 章 基本 的 な 考え 方 計画 推進 の 基本 方 針 と 具体 的 な 取組 































































































































































































1 計画 策定 の 趣旨 了 る 基本 方 針 々 
RE 本 県 の 強み や 本 県 が 有する 地域 資源 ・ 特 性 を 生か し な が ら 、ICT の 積極 的 な 利 活 用 に より 、 
2 計画 の 位置 付け < (0 i i 地域 が 抱え る 課題 の 解決 と 県 民 一 人 ひと り の 暮らし 、 仕 事 、 学 びに お ける 利便 性 の 向上 を 図る 。 
・「 い わ て 県 民 計 画 (2019~2028) 」 の も と に 策定 する 個別 計画 に 位置 付け FE 
CT の 取組 に より 下支え ) : 進 に よる 「 お 互い に 幸福 を 守 * \ 
・ 官民 デー タ 活 用 推進 基本 法 に 基づく 都 道 府 県 官 民 デ ー タ 活用 推進 計画 に 位置 付け ICT の 利 活用 推進 に よる お 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 郷 いわ て 」 の 実現 
3 計画 期間 
・2019 年 度 か ら 2022 年 度 ま で の 4 年間 ぐ く 5 つ の 取組 方 向 
アッー ャ ッ ド レミ 上 旦 J = ニー In 
第 2 章 ICT を 巡る 現状 と 課題 暮らし ・ 安 全 産業 人 づく り 情報 発信 環境 整備 
会 目 | こ 本 に = 
人 人口 ゆ の 下行 に よる 人 手下 ・「 イ ー ハ トー フ 人 の) や 「 い わ て | な 情報 の 人 > | | 時 
・ 大 規模 な 自然 災害 の 発生 ICT 利 活用 推進 プラ ン 」 等 の 計画 に 基づい た si AA 
・ スマ ー ト フォ ン の 普及 ICT 利 活用 の 取組 の 推進 
・ デー タ 利 活用 社会 の 到来 ・ 携帯 電話 、 超 高速 ブロー ドバンド な ど 情 報 : 
・ 第 4 次 産業 演 症 の 通信 基 角 の 人 ( 8 
RC ① 健 康 ・ 余 昌 医療 保健 デー タ の 分 析 や 主査 研究 に よる 地域 の 健康 課題 の 「 見 える 化 」 の 推進 多様 な 主 休 に よる 見 守り シス テム の 普及 ・ 拡 大 
・ 官民 デー タ 利 活用 社会 の 構築 進 「 子 育て 支援 ポー タレ サイ ト 」 に よる 子育て 支援 情報 の 発信 "いき いき 岩手 "結婚 サポ ー ト セン ター の マッ チン グ シ ステ ム を 活用 し た 出会い の 場 の 創出 
デジ ・ ガ バ メ > 進 ・ エ ー ト 農業 祭 な ど に 
・ デジ タル ・ ガ バ メ ント の 推進 EN ⑧ 教 育 授業 で の ICT 利 活用 や 学校 の ICT 環 境 整 備 に よる 教育 の 情報 化 の 推進 最新 の スポ ー ツ 医 ・ 科 学 に 基づい た サポ ー ト の 推進 
【ICT 利 活用 を 推進 する 上 で 踏ま えて お くべ き 現 状 の 分 析 】 @④ 選 住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ | 移住 希望 者 の 関心 を 惹き つけ る 効果 的 な 情報 の 発信 


災害 情報 の 効果 的 な 収集 及び 伝達 体制 の 整備 いわ て 岩 災 津波 アー カイ ブ に よる 岩 災 関連 資料 の 保存 と 活用 


⑤ 安 全 
⑥ 仕 事 ・ 収 入 キャ ッシュ レス 化 の 推進 に よる 新た な 消費 の 拡大 等 農林 水産 業 に お ける ICT や ロボ ッ ト 技 術 等 の 導入 に よる 生産 活動 の 省力 化 ・ 効 率 化 等 

⑧ 自 然 環境 三陸 ジオ パー ク に 関す る 多様 な 媒体 で の 情報 発信 

⑨ 社 会 基盤 に Construction の 導入 に よる 建設 現場 の 生産 性 向上 ン 超 高 速 ブ ロー ドバンド 環境 の 整備 等 の 取組 の 支援 


⑩ 参 画 若者 ・ 女 性 の 活躍 を 支援 する 情報 発信 の 充実 


⑪ 電 子 行政 官民 デー タ 活 用 | 電子 申請 ・ 届 出 等 シス テム の 利用 促進 公開 する オー プン デー タ の 拡充 と 利 活用 の 取組 支援 


強み > 弱み > 

・ 全 国 最多 の 県 立 病 院 の ネッ トワ ー ク を 生か | ・ 地 域 コ ミュ ニテ ィ の 機能 低下 や 担い 手 
し た 医療 ・ 福 祉 の 連携 不足 (ICT に よる 生活 利便 性 の 向上 と 

・ 農 林 水 産 分 野 に お ける ICT 利 活用 の 進展 担い 手 確 保 の 必要 性 ) 

・ 北 上 川 流域 に お ける 自動 車 や 半導体 等 の | ・ 最 新 技術 に 対応 で きる 人 材 の 不足 や 
産業 集積 県 内 就職 率 の 低 さ 

・ 多 く の ソ フト ウェ ア 人材 を 有する 岩手 県 立 ・ 上 昇 傾向 に ある も の の 全国 平均 を 下 
大 や 岩手 大 を 中 心 と し た 産学 官 の 連携 回 る イン ター ネッ ト 利 用 率 

・ 国 際 リ ニア コラ イダ ー(ILC) の 建設 が も た ・ 条 件 不利 地域 で の 整備 の 余地 が 残さ 
ら す イノ ベー ショ ン れ た 情報 通信 基盤 


< チャ ンス > ベリ スク > 


2 : ら 0 【 官 民 デ ー タ 活用 推進 】 
・IoT、AlI、 ビ ッ グ デー タ の 活用 な ど に よる 生産 年 齢 人 口 の 減少 に よる 人 手 不 足 Et \ 往 ミミ + ー ZY に 
第 4 次 産業 革命 の 進展 (CT に よる 生産 性 向上 の 必要 性 ) 巨 民 デー タ 活 用 推進 計画 と し て 、 国 の 示す 柱 立て に 基づき 分 野 別 の 取組 を 位置 付け 


・「Sooiety5.0」 の 実現 に 向け た 国 に よる ・ 多発 する 大 規模 自然 災害 に よる 情報 ! (1) オン ライ ン 化 原則 … 電子 申請 ・ 届 出 等 シス テム の 利用 促進 、 税 務 関 連 シ ステ ム (eLTAX) の 利用 促進 な ど 












































戦略 的 な 取組 の 通信 イン フラ へ の 被害 (2) オー プン デー タ の 推進 … 公開 する オー プン デー タ の 拡充 と 利 活用 の 取組 支援 、GIS や 情報 公開 用 Web デ ー タ ベー ス に よる 情報 提供 の 促進 な ど 
: 次 0 (3) マイ ナン バー カー ド の 普及 ・ 活 用 … マイ ナン バー カー ド の 普及 啓発 や 活用 推進 の た め の 広報 活動 な ど 
- 5G、LPWA な ど 次 世代 通信 技術 の 開発 (4) デジ タル デバ イド 対策 等 … 携帯 電話 の 不感 地域 解消 の 取組 の 支援 、 県 ホー ムペ ー ジ に お ける ウェ ブ ア ク セ シ ビ リティ の 向上 な ど 





























(5) 標準 化 ・ デ ジタル 化 、 シ ステ ム 改 革 、BPR … 市 町 村 の 自治 体 ク ラウ ド の 導入 支援 、 テ レ ワ ー ク 環境 の 整備 な ど 





























































































































































































































【 課 題 】 ee RNN ER CC Se PER TD PO RE EIR EE IS ON ETT RA ri ti or So No 1 
⑪ 次 世代 の 高度 な ICT の 活用 も 見 通し つつ 、 県 民 が より 利便 性 を 感じ られ る 【 取 組 を 進め る 上 で 罰 意 すべ き 事 項 】 

暮らし の 実現 (1 ) 先進 的 技術 へ の 対 広 
の 今後 の 災害 発生 に 備え た ICT 利 活用 の 推進 地域 特性 や 個別 ニー ズ を 踏ま え 、 既 存 の 技術 も 適切 に 組み 合わ せな が ら 、 新 た な 技術 の 導入 を 促進 する 。 
③ 持続 可能 な コミ ュ ニ ティ の 構築 に 向け た ICT の 利 活用 (2) 安心 し て 利用 で きる 環境 づく の 

= = “県民 誰 も が 安 必 ) で 音 づ 

る 杯 上 の 基 貢 で ある 第 産 灯 や 、 も の づく の 産 業 に お ける CT の 活用 に | mA | セキ ュ リ ティ 対策 の 強化 や CT リテラ シー の 向上 な ど 県 民 誰 も が 安 ) ぃ し て ICT を 活用 で きる 環境 づく り を 推進 する 。 

よる 生産 性 の 向上 と 人 材 の 確保 
⑥⑤ loT、Al な ど 、 最 新 の ICT 技 術 に 対応 で きる 人 材 の 育成 人 づく り 第 4 章 計画 の 推進 体制 と 進捗 管理 
⑥ ICT を 活用 し た 新た な 学び の 推進 ー こ Pr 

1 計画 の 推進 体制 と 多様 な 主体 と の 連携 ・ 協 働 2 計画 の 進捗 管理 
⑦ ICT の 活用 に よる 情報 発信 の 充実 ・ 強 化 ・ 有識者 な ど 様 久 な 意見 を 反映 させ る と と も に 県 全体 で 取組 を 進め る 。  ・ 各 取組 の 工程 表 に 基づき な が ら 、PDCA サ イク ル に より 実効 性 の 
IOM ・ 県民 、NPO、 事 業者 、 大 学 、 国 、 市 町 村 な ど 各 主体 と の 協 働 を 進め ある IOT 利 活用 推進 の 取組 を 進め て いく 。 
つぐ な が ら 取 組 を 推進 する 。 ・ 取組 の 進捗 状況 を 毎年 度 確認 し 、 有 識者 会 議 等 の 意見 を 合っ た 上 

loT、AI の 8 ここ» 局 (7 間 の 丘 境 整 = 

CT 0 テー ・ICT に よる 地域 課題 の 解決 や 県 民 の 利便 性 向上 に 向け た 取組 を 効果 的 で 、 県 民 に 結果 を 公表 する と と も に 、 社 会 情勢 の 変化 や 技術 動向 を 





















































行政 事務 の 効率 化 と 住民 サー ビス 向上 に 向け た デジ タル 県 庁 の 推進 に 進め る た め に 産学 官 の 連携 を 深め て いく 。 皆 ま え 、 必 要 な 取組 の 追加 や 見 直し を 行う 。 





